
①大日向観音堂とシダレザクラ 
    観音堂は 1624 年（寛永、元年）に有志によって建立された。 

1613 年、大阪の夏の陣や豊臣氏亡から１１年後である。1861 年 
（文久・元年）建替え（再建）されたと記録あり、観音様には近 
隣の一般参拝も多かったが、特に、芸者衆や水商売の人が多く参 
拝あって、昭和１５，６年まで参拝者のため、入り口角下に、ロ 
ウソク線香雑貨の店があった、※現在のシダレザクラは、樹木鑑 
定に依ると、２５０年ぐらいと言われているが、２本あり、内１ 
本は幹の周囲が４ｍ２０㎝ 古く感じられる見事なも 
ので、写真マニアも多く訪 った。 
 

②長玅寺とシダレザクラ    
 寺は、応安２年（1369 年） にて一字を建立、青木山 
長玅寺と号し、応永２１年（ 正西、信濃の国高井郡井 
上郷に移る、1553 年１回目 い、そして、1561 年に 
は、あのドラマに残る、４回 1564 年５回目、その９年 
後、信玄 1573 年信濃在陣中 して、関が原の乱が始 
まるなど、正に戦国時代、そ 慶長２年（1597）八代正 
西、灰野村に移転し、（1786 ２月４日、本堂・庫裏 
を全焼の火災にあう 1793 年 月）本堂・庫裏再建を 
完了、十五代兼山による寺の 柱や鐘楼の梁の彫刻が見 
どころであり、※庭先のシダ 、若木と老木があり、老 
木は井上より移りし時の記念 、４００年以上だと言う 
古木である。こちらもマニア す。 

 
③延命地蔵堂のアズマヒガンザ
 かつて、群馬県嬬恋村に通ず して盛んな頃、街道筋に 

祀られた地蔵でしょう、その
は、アズマヒガンザクラ、樹
物と言われるもの現在、木の
木であるが、開花時期には見
（観桜会）して地域の団体に
昭和２２年に須坂市の天然記
里学校跡、かつて地蔵堂など
９月、２階建て洋風建築の園
１月２９日、大日向新田・下
学校も園里尋常小学校校とし
１８３名であったが、昭和３
りに（現在の小学校）新校舎
場として、昭和３０年東村に
ち石積みや正面２階の太鼓楼
の作りとされ」（現在、須坂

 （参）今はない豊丘村にかつ
    （作詞、高野辰之・岡
 
④弁天さんのシダレザクラ 
 弁天さんは、高台に位置する

神事も行われてきた、明治３
年前という。一時期不調が見
人の大掛かりな手入れがされ
かさを見ることができます。

※１５５３年に武田信玄が北信
が上杉謙信に頼り逃げ、この
４回目の合戦には、上杉謙信
ら洞入に入り、山腹に馬を３
ある、土嚢と石を盛り塀ごと
木戸（扉）があったのか、大
の中央に２尺角ほどの井戸が
い、又、わずか離れた所にノ
と言われる場があり上杉謙信
こうして見ると、この地は、

         桜、見どころ時期のご案内 
    

豊丘の桜の見どころ時期は、須坂・竜ヶ池のサクラ開花から 
   大日向観音堂さくらはおおよそ、１週間遅れ、延命地蔵さくら 
   は、２，３日ぐらい過ぎて、弁天さんさくらは更に、１週間遅 

れが予想され、順を追って楽しめます。 
 

延命地蔵さくらまではバスでも行けます  
  

長 野 電 鉄 バ ス 時 刻 表 
 

大日向観音堂シダレザクラ 
長玅寺シダレザクラ 
延命地蔵堂のアズマヒガンザクラ 
弁天さんのシダレザクラ 

須坂発米子行き  （豊丘経由） 
7:35－8:55－10:15－11:50－13:30－15:00－16:20 
◎ 車でお越しの方は、長野須坂ＩＣから約２５分 
もあるもっと
れるようにな

 
甲斐の国武川
1414）二代

の川中島の戦
目の戦い、
に病死し、そ
の後、寺は
）天明６年１
（寛政５年９
、本堂正面
レザクラは
樹と言われ
の多い所で

クラ 
る裏街道と
今年の延命地蔵堂の 
サクラの開花予測 

（4 月２２日） 
にはイベントを行って皆様の
お越しをお待ちしています。 

脇に植えられたと思われる桜、品種 
木鑑定では、これも４００年以上の 
周囲、５，６ｍもあり、いかにも老 
事な美観で、毎年この花の観賞を 
よってイベントが行われています。 
念物に指定されました、その隣の園 
で行われていた学校が、明治１６年 
里学校校舎が完成され、明治２５年 
灰野・上灰野で豊丘村と改称され、 
て新しく発足、大正２年には生徒数、 
年には、生徒数２３２名となり、隣 
が建設され、昭和４年から豊丘村役 
なるまで使用された、基礎のぼたも 
が珍しい、「松本の開智学校と同等 
市指定有形文化財になっています） 
て、豊丘村歌があった 
野貞一）明治４５年３月ものと言う。 

梅ノ木村・溜池の氏神として祀られ 
３年には、養蚕神社も建之、１１０ 
られ、平成１７年に樹木医と地元の 
元気を取り戻し、今は花一杯の華や 
 
濃に攻め入り、村上義清・高梨政頼 
地域は信玄の領土となった、そして、 
が妻女山に入るにつけ、高山水中か 
０００頭、隠したと伝えられる場が 
きもの数十㍍に残り、この出入りの 
木戸と言う地名がある、平らな広場 
あり、 山腹ではあるが水は切れな 
ロシを上げたとされる城跡「雨引城」 
がこの地を通ったことは確かであり、 
信玄、謙信ゆかりの里とも言えます。 

  
    街道の桜も見どころ、須坂青年会議所の呼びかけで 
    大日向から豊丘ダム（多目的ダム）周辺一帯まで桜 
     でつなげようと、多くの皆さんのご協力で植栽されて 
    近年ようやく花も咲き誇ってきました。 
     まだ完成までには距離もありますが、完成したら第２ 

の吉野桜となるでしょう。  
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